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業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正及及及及びびびび実績値実績値実績値実績値のののの差異差異差異差異にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年 5 月 14 日公表した平成 23 年 3 月期の業績予想及び平成 23 年 3 月

期第 2 四半期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせ致します。 

 

記 

 

 

１． 平成 23 年 3 月期第 2 四半期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（平成 22 年 5 月 14 日）  
15,000 70 50 △30 △1.45 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）   15,907 5 △149 △166 △8.10 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   907 △65 △199 △136 ― 

増  減  率 （  ％  ）   6.0% △92.9% ― ― ― 

前 第 2 四 半 期 実 績 16,049 123 43 △45 △2.21 

 

 

２． 平成 23 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（平成 22 年 5 月 14 日）  
41,000 500 450 250 12.11 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）   38,000 350 300 150 7.28 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   △3,000 △150 △150 △100 ― 

増  減  率 （  ％  ）   △7.3% △30.0% △33.3% △40.0% ― 

前 期 実 績 

（平成 22 年 3 月期） 
42,643 639 589 375 18.19 

 

 

 

 

 



 

 

 

３． 平成 23 年 3 月期第 2 四半期個別業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（平成 22 年 5 月 14 日）  
11,000 50 △50 △100 △4.79 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）   11,506 12 △226 △225 △10.80 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   506 △38 △176 △125 ― 

増  減  率 （  ％  ）   4.6% △76.0% ― ― ― 

前 第 2 四 半 期 実 績 10,825 16 △158 △180 △8.61 

 

 

４． 平成 23 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（平成 22 年 5 月 14 日）  
29,000 400 100 50 2.40 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）   27,000 300 50 20 1.00 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   △2,000 △100 △50 △30 ― 

増  減  率 （  ％  ）   △6.9% △25.0% △50.0% △60.0% ― 

前 期 実 績 

（平成 22 年 3 月期） 
29,570 393 157 63 3.06 

 

 

５． 修正の理由 

（１）通期個別業績予想 

通期の業績予想につきましては、工事発注時期のずれ込みなどによる工事施工高の減少によるものであります。 

利益につきましても売上高の減少に伴う修正であります。 

 

（２）通期連結業績予想 

通期業績につきましては、主に通期個別業績予想の修正に伴うものであります。 

 

（３）第 2 四半期個別業績予想 

売上高の増加は、手持ち工事の施工が想定の進捗率を上回ったことによるものであります。 

利益面につきましては、工事採算の低下や為替差損などによるものであります。 

 

（４）第 2 四半期連結業績予想 

連結業績につきましては、主に個別業績予想の修正に伴うものであります。 

 

（注）上記の連結業績予想及び個別業績予想は、現時点における入手可能な情報に基づいており、 

実際の業績は様々な要因により予想値とは異なる可能性があります。 

以   上 


